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昨年から、再開した調べ学習講座。開催時期に

コロナ感染が爆発的に拡大するとは思いもよりま

せんでした。多くのキャンセルが出るのではない

かと心配しましたが、ほとんどのかたが来場くだ

さいました。 

7 月 24 日（日）市立図書館の講座「図書館で

調べて、新聞を作ろう！」では、小学 2 年生から

6 年生までのお子さんが参加しました。講師が新

聞の見出しのつけ方などの説明をしたあと、自分

のテーマに関連した資料を児童コーナーで探しま

した。使う資料を 2 階の中集会室へ持ち込み、ま

ずは読み込みます。興味を持った部分を選び、本

に書かれていることをまとめて記事にします。写

真や図のコピーを利用しながら記事の配置を考え

ます。自分の頭の中に、出来上がりのイメージが

できているようで、新聞紙面がどんどん埋められ

ていきます。できあがった作品には、付箋に感想

を書き合いました。 

7 月 30 日（土）の橋本図書館の講座「ネット

と本で調べ学習体験講座」では、小学 1 年生から

3 年生が参加しました。今回はいつもの研修室で

はなく、選書室で行われました。この部屋は、図 
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書館が受け入れする本や除籍する本を選定する部

屋です。講座の始めに、図書館の職員から部屋の

説明と図書館の仕事についてのお話がありました。 

講座では、講師が調べる流れを説明したあと、

こどもの本コーナーに行って、調べたいテーマに

関連する本を探しました。全員テーマが決まって

いたので、調べる本もすぐに選ぶことができまし

た。大きな机に本を広げ、まとめを作るための冊

子に調べたことを載せていきます。1 冊に収まり

きらず、数冊を合体したまとめを作るお子さんも

いました。 

 

この講座はスタッフにとって、子どもたちの「知

りたい」や「おもしろい」に触れることができる、

幸せな 2 日間です。今回はリピータが 6 名も参加

してくださいました。調べることの楽しさが伝わ

っていると実感しています。 

入室時の検温や消毒、事前の健康状況について

のアンケートにもご協力いただきました。このよ

うなさまざまな制限の中で参加してくださったみ

なさま、ありがとうございました。 

（中塚） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館ひろば 
調べ学習講座が開催されました 

 

写真は 7 月 24 日 市立図書館での講座のようす 



 

 

 

市立図書館館長との話し合いが、8月23日（火）

の 14 時から中集会室で行われました。つなぐ会

から代表含め 4 人、図書館から館長含めた 4 人が

出席しました。市議会と図書館協議会に提出した

陳情書を基に、中央図書館機能について意見交換

を行いました。 

要望① 調査研究並びに情報発信機能について

はここへの記載は割愛します。 

要望② 学校図書館支援センターについて、つ

なぐ会から補足説明を行い、図書館から 9 月から

導入された電子書籍が社会と学校をつなぐのでは

ないかと回答を得られました。紙と電子のハイブ

リット化と言われていますが、リテラシーの懸念

があるため、まずは学校への連携支援を行い、図

書館職員が図書整理員とつながることが最優先で

はないかとまとまりました。 

要望③ 障害者読書バリアフリーセンター設置

と環境整備について、つなぐ会から補足説明を行

い、図書館から職員同士の連絡は取っているが教

育と福祉の現場の違いから双方の事情を把握でき

ていないことがあるため、現場の理解から進めて

いく必要があるとの回答があり、認識を共有しま

した。加えて、次世代に引き継ぐ淵野辺駅南口周

辺のまちづくり市民検討会で検討されている新図

書館の対面朗読室の設備について質問を受け、望

ましい室内構造や図書館までの動線をどうデザイ

ンするかなど、意見交換がおこなわれました。 

要望④ 読み聞かせボランティア等支援体制に 

 

 

 

 

 

 

 

ついては担当者が欠席のため、つなぐ会から補足

説明はありませんでしたが、担当者から事前に聞

いていたことを図書館と共有しました。図書館か

ら年度末にはよみきかせ養成講座が復活するため、

そこでサークルに運営協力をしてもらいたいと回

答を得られました。 

要望⑤ 図書館関係団体、ボランティア等の活

動拠点の整備は、つなぐ会からボランティアの居

場所・物置を含めた活動部屋が欲しいと伝えまし

た。最後に市民検討会の内容を説明したのち、追

加でカウンター業務の機械化などの要望を伝えま

した。               （古谷） 

 

 

 

 

 

今期は第 16 回（3 月 27 日）の産業会館から

始まりました。初回は昨年度の検討経過の振り返

りと今年度の進め方の説明を受けました。 

第 17 回（4 月 24 日）・第 18 回（5 月 29 日）

はけやき会館で行われ、各ワーキンググループで

グループワークをした後、全体会で共有しました。 

第 19 回（6 月 26 日）・第 20 回（7 月 31 日）

は市立図書館で前回同様に進められ、第 19 回は

希望者のみ午後に対象施設の街歩きを行いました。 

第 21 回（8 月 21 日）・第 22 回（8 月 28

日）はけやき会館で行われ、オープンハウスパネ

ル案について意見交換を行いました。 

詳細報告は相模原市のホームページをご確認く

ださい。             （古谷） 
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市立図書館館長との話し合い 

次世代に引き継ぐ 

淵野辺駅南口周辺のまちづくり  

市民検討会に参加して  

 

編集後記 

調べ学習講座では、子どもたちは本を探したり、調べたことをまとめたり、作品を作る過程で一緒に参加

した親御さんやスタッフと話し合います。市立図書館館長との話し合いでは、図書館のこれからについて

伺うことができました。コミュニケーションの大切さを感じた夏でした。（Y.N.） 
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